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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 富士見校区安全なまちづくり推進協議会 

２事業名 富士見校区侵入盗・自動車盗撲滅事業 

３事業実施 
結果 

１.パトロール体制の強化について 

夏休みとなる 8 月には、集中的に毎日、また 9 月から 11 月までについて

は、平均週三回程度、昼夜を問わず、防犯パトロールを実施することができ

た。その際に使用する青色回転灯車両に啓蒙用のマグネットシートを添付し

たことで、活動の促進につながったと考えられる（写真参照） 
 
 
 
 
 
 
 

 
２.侵入盗・自動車盗を撲滅するための防犯教室の実施について 

11 月 14 日に富士見小学校体育館において校区防犯教室を実施した。 
収束しつつあるとはいえ、コロナ禍ということもあり、校区活動する団体

役員他 50 名に人数を絞り、感染症対策について万全を期しての開催となっ

た。当日は、愛知県警察の防犯活動専門チーム「のぞみ」を招き、「住宅を 
対象とした侵入盗防止について」をテーマにした寸劇を取り入れた講話をい

ただき、その後、地域でお世話になっている南陵交番から地域の犯罪状況に

ついてお話しをいただいた。  
 
 
 
 
 



69 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
３・４ 侵入盗・自動車盗の撲滅及びあいさつ・声かけ運動のための啓発活

動について 

 10 月と 12 月の 2 回に「侵入盗・自動車盗の被害防止」に向けた啓発チラ

シを全戸配布し、11 月には「あいさつ・声かけ運動」のための啓発チラシを

全戸配布する予定であったが、侵入盗・自動車盗・あいさつ声かけ運動をす

べて網羅している愛知警察が作成したチラシがあったため、そのデータを活

用し 11 月初旬に 3 枚まとめた形でホッチキス留めにして、校区全世帯（2200
世帯）に配布した。（写真参照） 
 
1 枚目  (表)    1 枚目(裏)    2 枚目（表）   2 枚目（裏） 

 
3-1 枚目（一戸建て用 表・裏面）   3-2 枚目（アパート用 表・裏面） 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 
 パトロール体制を強化したことで、地域の目が行き届くことになったこと

が期待される。また青色回転灯車両に啓蒙用マグネットシートを装着したこ

とで、より一層の防犯の啓発や犯罪抑止の効果を高めることにつながったと

考えられる。課題としては、コロナ禍での実施でもあったことから、通常  

4 名でパトロールするところを現在 3 名で実施しているが、1 名でも欠員に

なると 2 名で行わなければならなくなり、実施に支障をきたす恐れがある。 
 防犯教室については、地域の各団体の役員が対象であったため、それぞれ

の団体や家族、友人知人に今一度、防犯対策について話し合っていただくよ

う促したが、コロナ禍であったため、人数制限をかけざるを得なかったこと

が悔やまれる。 
 侵入盗・自動車盗及びあいさつ運動等に対する啓発チラシについては、3
回に分けて実施の予定だったが、1 冊でまとめた形にして、1 回で配布でき

たことは、効率性もあがり、よかったと思われる。また実際に住民からも「わ

かりやすくまとまっていて、良かった」との声があった。 
 
（２）今後の取組み 

青パトの活用については、今後も機会を多く作るなど、積極的な運用を図

ってまいりたい。 
防犯教室についても、今後は様々な取り組みを通して県や市、警察と、  

この地域が安心安全なまちづくりにつながっていけるようしっかり連携し

ていくことが大切だと感じている。 
啓発活動については、今回チラシを全戸配布したが、今後についても、 

機会があれば周知用看板を作成し、例えば富士見校区に点在する 17 の公園

に設置する等の取り組みを検討してまいりたいと考えている。 
 


